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まちのわだい
TOWN  TOPICS

吾妻小の取り組みをたたえる

宇南山教育長に受賞を報告した原田校長（右）

「ふくしまっ子元気大賞」受賞報告

　子どもたちの体力向上や健康な生活に向けて特色ある取り組み
を推進し、顕著な成果を挙げた小中学校などをたたえる「ふくし
まっ子元気大賞」を受賞した吾妻小学校の原田知幸校長は２月
22日、町役場を訪れ、宇南山忠明教育長に受賞を報告しました。
同校では、朝のマラソンやなわとびコンテストを通じた体力向上、
肥満対策などに取り組んでいます。原田校長は「子どもたちの１
年間の頑張りが認められました」と話しました。

国際協力の大切さを学ぶ
翁島小学校出前授業

　翁島小学校出前授業は２月 25日、同校で行われ、５、６年生
の児童が参加しました。青年海外協力隊としてガーナで活動した
経験を持つＪＩＣＡ二本松の堀田哲也さんが講師を務め、ガーナ
では学校に通えない子どもたちがいることやごみが適切に処理さ
れていない現状などを紹介し、国際協力の大切さを伝えました。
　児童は「もしガーナに行ったら何をするか」などのテーマに添っ
てグループで意見を出し合った後、自分の考えを発表しました。 ガーナでの活動の様子を紹介する堀田さん（右奥）

町に善意を寄せた橋本会長（中央）と中村さん（右）

コロナ対策のため善意寄せる

　猪苗代達
だる

磨
ま

会の橋本裕彦会長と会員の中村岳嗣さんは２月１
日、町役場を訪れ、町に３万円を寄付しました。今年の十三日市
は新型コロナウイルス感染拡大防止のために中止となりました
が、１月 10日に開かれただるまや起き上がり小法師などの縁起
物販売の収益金の一部を寄せました。橋本会長は「新型コロナウ
イルス対策に役立ててください」と話し、前後公町長に善意を手
渡しました。

猪苗代達磨会が町に寄付

感染症予防に役立てて
株式会社バロンが町にマスクを寄贈

　郡山市や会津若松市で精密板加工やネオンランプ製造などの製
造業を展開する株式会社バロンの大竹始社長（山潟）は２月 17日、
町役場を訪れ、町にマスク１万２千枚を寄贈しました。同社では
昨年４月から国産材料を使用した不織布マスクの製造に着手し、
10月から販売を行っています。
　大竹社長は「新型コロナウイルス感染症の予防対策に役立てて
ください」と話し、前後公町長に目録を手渡しました。マスクを寄贈した大竹社長（中央）と大竹貴洋専務（右）

県外在住者に町の魅力を紹介
猪苗代でくらす・はたらくオンライン交流会

オンライン交流会の様子

　「猪苗代でくらす・はたらくオンライン交流会」は１月 29日、
町役場で開かれ、県外在住者約 20人が参加しました。町の主要
産業である農業や観光を県外在住者に紹介し、担い手の確保につ
なげようと企画されました。町内からは、県外からの移住者でウ
エイクボードショップを経営する藤澤拓也さん、トマト農家の菅
沼洋行さん、宿泊業を営む渡部一登さんの３人がパネリストとし
て参加し、オンラインで猪苗代の産業の魅力を紹介しました。

優れた営農団体の功績をたたえる

　魅力ある農山漁村づくりや農業振興で顕著な功績のあった団体
に贈られる「豊かなむらづくり顕彰・農業生産部門」（県、福島
民友新聞社主催）を受賞したＪＡ会津よつば猪苗代稲作部会の小
林文男部会長は１月 29日、町役場を訪れ、前後公町長に受賞を
報告しました。小林部会長は「受賞は、町とＪＡ、生産者が協力
して米のブランド化やＪＧＡＰの取得などに取り組んできた成果
です」と話しました。

豊かなむらづくり顕彰受賞報告

前後町長に受賞を報告した小林部会長（中央）ら

雪上で熱戦を繰り広げる

　マウンテンバイクの雪上耐久レース「第９回冬のジンＩＮトレ
イルランド三本木」は２月 23日、磐梯高原南ケ丘牧場で行われ
ました。ソロやジュニアなどのクラス別に約 40人が参加し、会
場内に設けられた１周約２㌔の特設コースで１時間の周回数を競
いました。
　選手たちは、滑りやすい雪のコースに悪戦苦闘しながら熱戦を
繰り広げました。雪上をマウンテンバイクで駆け抜ける参加者

第９回冬のジン INトレイルランド三本木

万が一の災害に備えて訓練

ウェブ会議システムで対応を協議する前後町長

磐梯山火山防災連絡会情報受伝達訓練

　猪苗代、磐梯、北塩原の３町村でつくる磐梯山火山防災連絡会
の情報受伝達訓練は２月 22日、各町村役場で行われました。訓
練では、磐梯山で火山性微動などが発生し、仙台管区気象台から
噴火警報が発表され、噴火警戒レベルが２に引き上げられること
を想定して実施されました。連絡を受けた各町村長は、ウェブ会
議システムを使って登山道の閉鎖や入山者・スキー客などの安全
確保、正確な情報発信の方法などを協議しました。


